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植物防疫事業 50 周 年記念式典の 開催

秋も終わ り の 11 月 30 日 午後， 東京都港区赤坂の三会
堂 ピノレ 「石垣記念ホ ーlレJ に お いて， 標記の記念式典が
挙行 さ れた。

こ の式典は， 昭和25 年に 植物防疫法が制定 さ れて 50
周 年を迎えた た め ， こ れ ま での事業の成果 を顧み， 今後
の発展 を期 して， 植物防疫関係諸国体が結成し た 植物防
疫事業 50周年記念会が， 農林水産省の後援 を 得て開催
し た もので， 約 300 名の出席のもと， 管原記念会長の式
辞， 谷農林水産大臣の祝辞， つ いで功績者， 永年勤続者
の表彰が行われた。

表彰では， 出林水産大臣感謝状 (19 名) ， 良産園芸局
長感謝状 (40 名 ) ， 記念会会長表彰状 (1 58 ;gl ) ， 永年勤
続表彰状 (260 名) の順に， そ れ ぞれの代表に白状が手
渡 さ れた あ と， 4 7 7 名の受賞者 を代表 して， 兵庫県の今
井図貴氏が受立に対する謝辞を述べた。

こ の後， 受口者の中か ら ， 水稲， 野菜， 果樹の各分野
で活躍 し た 3 氏が， 以下の よ う な記念講演を行っ た。
1 川久保幸雄氏 水稲病害虫の発生予察， 生態 ・ 防除

研究の歩み一福井県農業試験場を中
心と して

2 岡 田 大氏 ・ 宮崎県に お ける施設野菜病害虫の調
査研究

3 北村 泰三氏 : り ん ごに お ける有用生物の利用 と フ
エロ モ ン防除の研究
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なお， 記念誌 「植物防疫の半世紀一植物防疫事業五十

周年 ・ 病害虫発生予察事業六十周年を記念して-J が刊
行 さ れ， 当 日 参加者に配布 さ れたが， 農林水産省関係機
関， 都道府県， 大学， 関係団体等に も後日 送付 さ れた。

(記念誌の内容)
第 l 編 植物防疫半世紀の概観

(圏内防除対策の変遷， 農薬対策， 植物検疫，
植物防疫関係団体の活動)

第2編 21 世紀に 向 けた 植物防疫の展開
( 植物防疫事業の運営改善に 関する検討会に
つ いて， 21 世紀に 向 けた病害虫防|徐所の活
動一座談会)

第 3 編 都道府県にお ける植物防疫

植物防疫事業 5 0 周 年記念会事務局

(病害虫防除対策， 雑草防除対策)
第 4 編 21 世紀への期待

(病害虫防除所中堅職員か ら の提言)
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農林水産大 臣祝辞

本 日 こ こ に ， 植物防疫事業 50周年記念式典が開催 さ
れるに 当 た り ， 一言お祝いの言葉 を 申 し上げ ま す。

植物防疫事業に つ き ま して は， 病害虫発生予察事業，
輸出入植物及び国内植物の検疫， 植物に有害な病害虫の
駆除及 び ま ん延防止等 を総合的に 実施す るた め， 昭和
25 年に 植物防疫法が制定 さ れ， 本年で 50周年を迎えた
と こ ろ であ り ま す。

こ の半世紀を振 り 返っ て み ま す と， 植物防疫事業は一
貫 して農業生産の安定と発展の た め の基礎的な事業と し
て， 重要な役割 を果た してお り ま し た。 こ れは， 本 日 表
彰の栄に浴 さ れる方々 を は じ め， 植物防疫事業関係者の
皆様の御尽力のた ま ものであ り ， 心か ら 敬意 を 表する次
第であ り ま す。

今 日 の食料， 農業及び農村は， 食料自給率の低下， 担
い手の減少と高齢化の進展等， 困難な問題が生 じている
一方， 国民の皆様か ら は， 食料の安定供給に対する要請
や多面的機能の発揮に対する期待が高 ま っ て お り ま す。

こ う し た状況に 的確に対応するた め， 本 年 3 月 に，
「食料 ・ 農業 ・ 出村基本法j の基本理念 を 具体化するた
めの 「食料 ・ 農業 ・ 農村基本計画」 が閣議決定 さ れた と
こ ろ であ り ま す。 ま た， 同計画に お いて， 食料の安定供
給の確保に関する施策 を講 じるとともに， 農業に本来備
わ っ て いる自 然循環機能の維持増進 を図 り ， 農業生産活
動に伴 う 環境への負荷低減に向 けた施策 を講 じる必要が
ある旨が掲 げ ら れた と こ ろ であ り ま す。

11是林水産省といた し ま して は， 植物検疫等の着実な実
施に よ り 病害虫に よる被害 を防止 し ， 食料の安定的な供
給 を 図るとともに， 新たに， 都道府県， 民間企業等との
緊密な連携の下に発生予察に基づ く 総合的病害虫管理技
術等， 持続性の高い農業生産方式の確立に資するた め の
開発及び普及 を推進 して い く こ とと して お り ま す。

もとよ り ， こ れ ら の取組を 実効あるものと して い く た
め に は， 植物防疫事業関係者の皆様の御理解と御協力 が
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不可欠であり ま すの で， 皆様方が， 今後とも， 植物防疫
事業に おいて 大 き な役割を果た さ れるこ とを切に期待す
るものであり ま す。

結びに， こ の佳 き 日 を契機と して， 本事業の一層の発
展を図るた め， 関係者各位に お かれ ま して は こ れ ま で以
上の ご支援， 御尽力 をいた だ き ま す よ う 重ねて お願い申
し上げ， 私のお祝いの言葉といた し ま す。

平成 1 2 年 1 1 月 30 日
農林水産大臣 谷 洋一

記念会会長式辞

植物防疫事業 50周年記念式典を挙行するに あ た り ，
記念会を代表 して一言 ご あ いさ つ 申 し 上 げ ま す。

ま ず， ご多忙 の な か， か く も多数の皆機方の ご臨席を
賜り ま し た こ とに 対 し ， 厚 く お 礼 申 し上げ ま す。

昭和 25 年に 植物防疫法が施行 さ れ， 半世紀に わ た っ
て 植物防疫事業が関係者の ご努力 に より 着実に展開 さ れ
て ま いり ま し た。

間近にせ ま り ま し た 21 世紀に 向 けて， 我が国農業の
一層の発展を念 じ つ つ， 植物防疫関係の 団体が相 は か
り ， 農林水産省の後援をいた だ き ， 本 日 こ こ に記念式典
を挙行で き ま す こ とを心か ら 感謝申 し上げ ま す。

かえり み ま すれば， 植物防疫事業は， そ の時々 の農業
情勢に適切に対応すべ く ， 発生予察事業の拡充 ・ 強化に
に加え， 優れた特性を持つ新農薬の開発， 航空機等の利
用に よる効率的な防除態勢の整備， 侵入害虫の防止と根
絶対策の推進及 び雑草防除技術の 普 及 ・ 定 着 な ど の 面
で， め ざ ま し い成果を挙げ， 我が国農業の生産の安定，
生産性の向上と良質安全な農産物の生産に計り 知れない
貢献を果 して ま いり ま し た。

こ れも ひ とえに， 植物防疫関係者の ご尽力 と， こ れを
ご支援いた だ き ま し た 関係各位の ご理解に よるもので，
衷心より 敬意を表する次第であり ま す。

と こ ろ で， 農業を巡る情勢に つ き ま して は， 昨年 7 月
に 「食料 ・ 農業 ・ 農村基本法」 が成立 し， 本年 3 月 に は
新基本法の理念や施策の基本方向を具体化 し た 「食料 ・
農業 ・ 農村基本計画」 が閣議決定 さ れ ま し た。 今後は，

式辞 を述べ る 管原敏夫記念会会長

新基本法のもと食料の安定供給の確保， 食料 自給率の向
上と併せて品業の持つ 自 然循環機能の維持増進を図るこ
とが求め ら れて おり ま す。 植物防疫の推進に 当たり ま し
ても， こ の基本理念の も と， 発生予察に基づ く 的確な防
除の推進と， より 一層の環境への配慮、が重要 な課題とな
っ て おり ま す。 こ の よ う な我が国農業を巡る大 き な転換
期に あ っ て， 今後幾多の困難な課題を解決 して い く た め
に は， 活力に みち， 国際競争力に耐え う る強靭な体質を
も っ た 農業生産態勢の構築が不可欠であると考えて おり
ま す。

そ して， 今後より 明るい展望を切り 拓 いて い く う え
で， 永年に亘 っ て着実な成果を挙げて ま いり ま し た 植物
防疫事業に寄せ ら れる期待は， 極めて大 き いも の と確信
しており ま す。

本 日 の式典を契機に ， 関係者一同， 今後とも一回の精
進を重ね， 我が国民業の健全な発展に寄与すべ く 党悟を
新たに して ま いり た いと存 じ ま す。

終わり に， ご多忙 の と こ ろ ご臨席いた だ き ま し た 来賓
各位に厚 く お礼申 し上 げ ま す とともに， 本事業の一層の
発展を図るた め， 今後とも従前に増 して の ご指導， ご支
援を賜り ま す よ う お願い申 し 上 げ， 式辞といた し ま す。

平成 12 年 1 1 月 30 日
植物防疫事業 50周年記念会 会長 管原 敏夫
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